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京
葉
旭
会 

第
七
回 

 
 

『
筑
前
琵
琶
演
奏
会
』
を
鑑
賞
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

眞
作 

 
 
 
 
 

 
 

 

風
薫
る
雨
上
り
の
昼
下
が
り
、
息
子
に
連
れ
ら
れ
て
、
池
袋

に
あ
る
東
京
芸
術
劇
場
の
シ
ア
タ
ー
ウ
エ
ス
ト
の
筑
前
琵
琶
を

聴
き
に
行
っ
た
。 

私
に
と
っ
て
こ
れ
は
は
じ
め
て
の
体
験
で
あ
る
。
長
い
行
列

に
従
っ
て
会
場
に
入
っ
た
。
満
席
で
あ
る
。
中
年
の
御
婦
人
方

が
多
い
よ
う
な
気
も
す
る
。 

や
が
て
、
藤
巻 

加
奈
子
氏
の
司
会
で
会
は
進
行
さ
れ
た
。
以

下
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
次
第
を
記
し
て
お
く
。（
以
下
、
敬
称
略
） 

 

一
、
大 

楠 

公 
 
 

作
詞 
 

飯
田 

胡
春 

作
曲 

 

二
世 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
） 

加
藤 

旭
巴 

四
家 

旭
康 

 

楠
正
成
は
、
朝
命
を
奉
じ
五
百
騎
を
率
い
て
現
在
の
兵
庫
へ

下
っ
た
。
桜
井
の
駅
で
正
行
に
後
事
を
戒
め
て
故
郷
に
帰
す
。

足
利
直
義
の
十
万
騎
と
湊
川
で
会
し
奮
戦
す
る
が
遂
に
力
尽
き
、

民
家
に
入
り
「
七
生
人
間
滅
此
賊
」
と
叫
び
、
弟
正
季
と
共
に

自
刃
し
果
て
る
。 

 

二
、
月 

に 

偲 

ぶ 
 

作
詞 

 

大
沢 

逸
足 

作
曲 

 

三
世 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
） 

白
浜 

旭
乃 

（
絃
奏
者
） 

平
野 

旭
鶴 

 

こ
の
曲
に
は
主
人
公
は
無
く
、
遠
征
の
将
士
が
霜
白
き
陣
営

で
は
る
か
故
郷
を
想
う
叙
事
詩
で
は
じ
ま
り
、
後
半
は
月
を
見

て
感
慨
に
ふ
け
る
管
公
の
心
情
を
歌
い
上
げ
た
曲
で
あ
る
。
筑

前
琵
琶
で
な
く
て
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
ぬ
哀
調
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。 
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三
、
衣 

川 
 

 
 

 
 

作
詞 

 

清
水 

柳
村 

作
曲 

 

初
代 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
） 

難
波 

旭
喜 

大
庭 

旭
千
雅 

 

若
く
勇
ま
し
く
数
奇
を
極
め
た
義
経
の
生
涯
も
や
が
て
は
終

わ
る
。
奥
州
藤
原
氏
を
頼
っ
た
の
も
束
の
間
、
時
の
流
れ
に
抗

う
こ
と
も
で
き
ず
泰
衡
に
襲
わ
れ
、
衣
川
に
三
十
一
才
の
生
涯

閉
じ
る
。
清
水
柳
村
の
美
文
と
共
に
初
代
旭
翁
の
名
曲
と
言
わ

れ
る
曲
。 

 

四
、
若 

き 

敦 

盛 
 

作
詞 
 

西
条 

八
十 

作
曲 
 

三
世 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
） 

平
田 

旭
虹 

（
絃
奏
者
） 

内
田 

旭
章 

 

一
の
谷
の
合
戦
で
、
熊
谷
直
実
が
心
な
ら
ず
も
首
を
切
っ
た

敦
盛
は
、
僅
か
十
七
歳
。
平
家
公
達
の
中
で
も
特
に
音
楽
を
愛

し
て
い
た
と
さ
れ
る
敦
盛
は
笛
を
携
え
て
い
た
。
こ
の
楽
曲
は
、

戦
記
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
熊
谷
直
実
の
心
情
を
歌
に
し

た
敦
盛
の
追
想
歌
と
な
っ
て
い
る
。 

 

五
、
吉
野
山 

懐
古 

 

作
詞 

 

西
条 

八
十 

作
曲 

 

三
世 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
）
藤
巻 

旭
鵬 

（
絃
奏
者
）
福
田 

旭
翔 

澤
邊 

旭
秋 

（
バ
レ
エ
）
小
林 

真
梨
恵 

 

「
歌
書
よ
り
も
軍
書
に
悲
し
吉
野
山
」
と
、
花
の
吉
野
山
は
数

多
く
の
史
跡
と
、
戦
乱
の
秘
話
に
彩
ら
れ
て
そ
の
魅
力
を
倍
加

し
て
い
る
。
晩
春
の
落
花
の
中
、
こ
の
地
を
訪
ね
、
後
醍
醐
天

皇
の
陵
に
詣
で
て
静
か
に
目
を
閉
じ
る
と
、
六
百
五
十
年
の
昔

南
朝
の
兵
士
た
ち
の
雄
叫
び
、
人
馬
の
音
が
聞
こ
え
る
と
い
う

叙
情
曲
で
あ
る
。 

 

六
、
大 

物 

の 

浦 
 

作
詞 

 

大
沢 

逸
足 

作
曲 

 

二
世 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
）
柴
田 

旭
艶 

（
上
原
ま
り
） 
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義
経
一
行
は
、
文
治
元
年
の
十
一
月
、
兄･

頼
朝
に
追
わ
れ
京

を
落
ち
て
西
へ
。
翌
年
二
月
、
尼
崎
の
大
物
の
浦
か
ら
舟
で
脱

出
す
る
。
船
出
に
お
け
る
静
御
前
と
の
別
れ
、
大
嵐
の
中
で
伝

説
的
な
「
船
弁
慶
」
の
活
躍
を
緩
急
鮮
や
か
に
物
語
る
。 

 

七
、
新
琵
琶
楽 

●
舞 

曲 
一 
番 

●
黒 

田 

節 
作
曲 

 

三
世 

橘 

旭
翁 

編
曲 

 
三
世 

橘 

旭
翁 

（
箏
）
マ
ク
ィ
ー
ン
時
田 

深
山 

（
演
奏
者
）
出
演
者
一
同 

 

新
琵
琶
楽
と
は
、
戦
後
宗
家
が
在
来
の
琵
琶
曲
が
物
語
的
歌

詞
を
主
と
し
て
来
た
の
に
対
し
、
合
奏
曲
と
し
て
作
曲
し
た
器

楽
的
作
品
の
総
称
で
あ
る
。
今
回
の
演
奏
会
で
は
新
琵
琶
の
中

か
ら
「
舞
曲
一
番
」
と
「
黒
田
節
」
を
演
奏
い
た
し
ま
す
。 

 

八
、
千 

姫 
 

 
 

 
 

作
詞 

 

大
沢 

逸
足 

作
曲 

先
代 

藤
巻 

旭
鴻 

（
演
奏
者
）
宇
野 

旭
翔 

平
野 

旭
鶴 

 

火
災
の
中
か
ら
助
け
出
さ
れ
た
千
姫
が
、
坂
崎
出
羽
守
を
嫌

い
本
田
忠
刻
に
嫁
い
だ
が
、
夫
に
早
世
さ
れ
た
後
一
人
の
女
性

と
し
て
自
由
気
儘
な
生
活
を
す
る
。
封
建
の
世
に
咲
い
た
一
輪

の
仇
花
で
あ
っ
た
。 

 

九
、
忠 

度 
 
 

 
 

作
詞 

 

大
沢 

逸
足 

作
曲 

 

三
世 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
）
澤
邊 

旭
秋 

 

平
忠
度
（
一
一
四
四
～
八
四
）
は
忠
盛
の
子
、
清
盛
の
弟
、

和
歌
を
よ
く
し
藤
原
俊
成
の
弟
子
と
し
て
名
高
い
。「
千
戴
集
」、

「
新
勅
撰
集
」
、「
玉
葉
集
」
な
ど
に
数
多
く
の
歌
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
文
武
に
優
れ
た
武
士
と
し
て
武
勇
伝
も
多
く
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

 

十
、
羅 

生 

門 
 
 

作
詞 

 

佐
藤 

菊
南 

作
曲 

 

三
世 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
）
福
田 

旭
翔 

 

源
頼
光
は
、
九
条
の
羅
生
門
に
夜
な
夜
な
妖
怪
が
現
れ
る
と
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い
う
巷
の
噂
を
耳
に
す
る
と
、
そ
の
真
偽
を
渡
邊
綱
に
命
じ
て

探
ら
せ
る
。
単
騎
羅
生
門
に
向
っ
た
綱
は
、
首
尾
よ
く
金
札
を

立
て
て
終
わ
っ
た
が
、
噂
の
よ
う
に
現
れ
た
妖
怪
に
名
剣
を
ふ

る
い
、
そ
の
片
腕
を
切
り
落
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
。 

 

十
一
、
娘 

道 

成 
寺 

 

作
詞 

 

船
水 

旭
容 

作
曲 

 

小
原 

旭
成 

（
演
奏
者
）
菊
池 

旭
桜 

高
津 

旭
房 

林 
 

旭
倖 

 

歌
舞
伎
で
有
名
な
娘
道
成
寺
を
琵
琶
化
し
た
も
の
。
恋
慕
う

客
僧
が
道
成
寺
に
逃
げ
込
み
鐘
の
中
に
匿
わ
れ
る
。
そ
れ
と
知

り
娘
は
、
蛇
と
化
し
て
鐘
も
ろ
と
も
焼
き
つ
く
し
、
己
は
日
高

川
に
投
身
す
る
。 

 

十
二
、
敦 

盛 
 
 

 
 

作
詞 

 

田
中 

涛
外 

作
曲 

 

鶴
田 

錦
史 

（
演
奏
者
）
田
中 

錦
煌 

 

源
平
須
磨
の
戦
い
で
、
平
家
の
若
武
者
敦
盛
は
、
味
方
の
船

に
乗
り
遅
れ
、
源
氏
の
強
者
熊
谷
次
郎
直
実
に
呼
び
止
め
ら
れ

る
。
敦
盛
は
覚
悟
を
決
め
て
引
き
返
し
勇
敢
に
戦
う
が
遂
に
組

み
敷
か
れ
る
。
首
を
切
ろ
う
と
兜
を
引
き
寄
せ
た
直
実
は
、
あ

ま
り
の
美
し
さ
に
助
け
よ
う
と
し
ま
す
が
、
時
遅
く
味
方
の
軍

勢
が
押
し
寄
せ
、
直
実
は
泣
く
泣
く
敦
盛
の
首
を
落
と
す
。
平

家
物
語
の
中
で
も
一
際
哀
れ
を
誘
う
場
面
で
す
。 

 

十
三
、
伏 

見 

の 

吹 

雪 

作
詞 

 

逵
邑 

玉
蘭 

作
曲 

 

初
代 

橘 

旭
翁 

（
演
奏
者
）
内
田 

旭
章 

 

常
盤
御
前
は
今
若
、
乙
若
、
牛
若
の
三
人
の
子
供
を
つ
れ
伏

見
の
里
に
行
く
が
道
に
迷
い
、
一
軒
の
家
に
立
ち
寄
り
宿
を
乞

う
が
、
こ
の
家
の
主
人
は
元
源
氏
の
家
臣
で
今
は
平
家
の
侍
で

捕
ら
え
ら
れ
る
と
思
っ
た
が
、
情
け
を
知
る
主
人
は
親
子
四
人

を
大
和
路
へ
と
落
と
し
て
や
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 
こ
れ
こ
そ
一
幅
の
絵
巻
物
で
は
な
い
か
。
互
い
の
軍
勢
が
対

峙
し
、
鎬
（
し
の
ぎ
）
を
削
る
音
。
飛
び
交
う
矢
音
。
…
…
。 

ま
た
こ
れ
は
、
心
理
描
写
で
も
あ
る
。
心
の
内
の
相
争
う
二

つ
の
固
ま
り
が
対
決
し
、
互
い
に
主
導
権
を
求
め
て
動
く
。
そ
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の
激
し
さ
は
、
ま
さ
に
、
性
格
描
写
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

出
し
物
の
配
列
に
も
、
細
か
な
工
夫
の
跡
が
み
え
る
。 

そ
れ
ら
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
高
校
の
一
般
教
養
の
延
長

で
あ
っ
て
、
決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ぜ
ひ
一
度
、
お

勧
め
し
た
い
。 

な
か
で
も 

十
、
敦
盛 

六
、
大
物
の
浦 

十
一
、
娘
道
成
寺 

な
ど
が
心
に
残
っ
た
。 

 

会
場
を
後
に
し
て
、
鬼
子
母
神
の
う
っ
そ
う
と
し
た
森
の
中

の
喫
茶
店
で
、
し
ば
し
感
慨
に
耽
っ
た
。
都
電
で
、
夕
暮
れ
の

飛
鳥
山
に
遊
び
、
地
下
鉄
で
戸
塚
安
行
を
過
ぎ
、
家
路
に
着
い

た
。 今

で
も
思
い
出
に
残
る
貴
重
な
一
日
だ
っ
た
。 

（
二
〇
一
九
・
二
・
二
六
） 

 

 


